
 

2020年５月22日 

各  位 

会 社 名 パ ン チ 工 業 株 式 会 社  

住 所 東京都品川区南大井六丁目 22番７号  

代 表 者 名 代表取締役 社長執行役員 CEO  森久保 哲司 

（コード番号：6165 東証第一部） 

問 合 わ せ 先 経営戦略室 広報課長 松 田  隼 人 

TEL. 03-5753-3130 

 

特別損失の計上及び 2020年３月期連結業績予想と実績値との差異に関するお知らせ 

 

当社は、2020年５月 22日開催の取締役会において、海外子会社 PUNCH INDUSTRY MALAYSIA SDN. BHD. （以

下、「マレーシアパンチ」）に係るのれん等の減損処理及び海外子会社 PUNCH INDUSTRY MANUFACTURING 

VIETNAM CO. LTD.（以下、「ベトナム工場」）に係る固定資産の減損処理とそれにともなう同社向け貸付金の

貸倒引当金繰入額の計上を 2020 年３月期決算において行うことを決議いたしましたので、下記のとおりお知

らせいたします。 

また、上記にともない、2020年２月13日に公表いたしました2020年３月期通期連結業績予想と本日公表の

実績値に差異が生じましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．特別損失の計上 

マレーシアパンチは、昨今の市況低迷により業績が悪化したことに加え、かつ足下は新型コロナウイ

ルス感染拡大の影響によりその事業活動を一時休止したことから、将来収益に関する不透明感が高まっ

たため、2013年８月の子会社化の際に生じたのれん及び無形資産を減損処理し、413百万円を特別損失と

して計上いたしました。 

ベトナム工場においても、足下の情勢による生産量の減少が今後も継続すると見込まれることから、

工場の建屋、生産設備等の固定資産を減損処理し、747百万円を特別損失として計上いたしました。合わ

せて、当社の個別決算において、ベトナム工場への貸付金に対する貸倒引当金繰入額1,399百万円を特別

損失として計上いたしました。ただし、これにつきましては、連結決算上消去されるため、連結業績に

与える影響はありません。 

 

２．2020年３月期通期連結業績予想数値との差異（2019年４月１日～2020年３月31日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親会社株主 

に帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 

前 回 公 表 予 想 （ Ａ ） 

百万円 

35,400 

百万円 

570 

百万円 

470 

百万円 

△2,630 

円 銭 

△120.58 

実   績   （ Ｂ ） 35,348 835 712 △3,485 △160.01 

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） △52 265 242 △855  

増  減  率 （  ％  ） △0.1 46.7 51.7 -  

（ご参考）前期実績 

（2019年３月期） 
40,935 2,578 2,547 960 43.92 

 

３．通期連結業績予想との差異の理由 

売上高は前回公表予想に対して横ばいとなりましたが、営業利益・経常利益は主として当社グループ

全体で販管費等の経費削減に取組んだことにより前回公表予想を大きく上回りました。一方、親会社株

主に帰属する当期純損失は上記の特別損失を計上したことにより前回公表予想を大きく下回る結果とな

りました。 



 

 

（将来に関する記述等についてのご注意） 

上記予想の内容は、当社が本資料作成日現在において入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基

づいており、実際の業績は、今後様々な要因により予想数値と異なる可能性があります。 

以 上 


